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知
内
村
の
開
墾
の
触
書
　
　

　
万ま

ん
え
ん延
元
年
（
１
８
６
０
）
４

月
に
出
さ
れ
た
こ
の
触
書
は
、

「
江
差
や
厚
沢
部
の
田
地
開
発

が
う
ま
く
行
っ
て
い
る
が
、
こ

の
度
東

ひ
が
し
ざ
い在

（
東
の
辺
地
）
知
内

村
曠こ

う

や野
に
お
い
て
、
当
年
の
と

こ
ろ
は
ま
ず
ハ
ギ
チ
ャ
リ
よ
り

チ
ラ
チ
ラ
ま
で
（
現
在
の
湯
の

里
付
近
）
八
町
（
４
８
０
間
）

ほ
ど
の
地
で
、
開
墾
の
希
望
が

あ
れ
ば
地
所
を
区
切
っ
て
渡
し
、

さ
ら
に
住
居
・
食
料
・
農
具
な

ど
の
手
当
て
を
す
る
」
と
し
、

ま
た
、「
田
地
を
開
作
（
開
墾
）

の
３
年
よ
り
５
年
の
間
は
作さ

く
と
く徳

（
農
家
の
も
の
）」
と
し
て
、「
農

業
の
心
得
の
あ
る
者
は
、
遠え

ん
り
ょ慮

な
く
申
し
出
よ
」
と
い
う
も
の

で
し
た
。

　
募
集
の
条
件
は
、
地
所
と

し
て
千
七
百
坪
余
（
間
口
25

×
奥
行
70
間
）。
住
居
と
し
て
、

梁は

り

ま間
二
間
×
桁け

た
ゆ
き行

四
間
、
丸ま

る

き木

柱
ば
し
ら
ほ
っ
た
て

掘
立
で
茅か

や
ぶ
き葺

、
外
廻
り
は
草

囲
と
い
う
簡
素
な
小
屋
。
農
具

と
し
て
は
、
唐と

う
ぐ
わ鍬

・
鋤す

き

・
鎌か

ま

・

ち
ょ
う
な
・
鍬く

わ

を
各
一
丁
。

　
開
田
の
う
え
下
さ
れ
る
も
の

と
し
て
は
、
万ま

ん
ご
く石
（
万
石
通
し

＝
玄
米
と
籾も

み
が
ら殻

を
選
別
す
る
道

具
）、
摺す

り
う
す臼

（
木
摺
臼
＝
籾
殻

を
と
り
の
ぞ
き
玄
米
に
す
る
道

具
）、
稲
コ
キ
（
稲
穂
か
ら
籾

を
こ
き
取
る
道
具
）、
と
ふ
み

（
唐
箕
＝
実
と
殻
を
吹
き
分
け

る
農
具
）。
雑
馬
一
匹
。

　
さ
ら
に
、
引
っ
越
し
て
か
ら

18
か
月
の
間
、
夫ぶ

じ

き食
（
農
民
の

食
糧
）
と
し
て
、
男
一
人
に
つ

き
玄
米
一
升
、
女
一
人
に
つ
き

同
七
合
五
勺

し
ゃ
く

、
味
噌
二
十
匁

も
ん
め（

約

75
㌘
）
ず
つ
、
５
歳
か
ら
14
歳

ま
で
の
男
女
に
は
、
一
人
に
つ

き
玄
米
四
合
、
味
噌
十
匁
ず
つ

下
さ
れ
、
引
っ
越
し
の
節
は
、

手
当
と
し
て
一
軒
に
つ
き
一
両
、

途
中
の
止
め
宿 

ま
か
な
い
 

賄
料
と
家
財
運

送
の
た
め
の
宿
継
の
馬
五
匹
分

を
下
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
開
拓
で
は
、
給
米
期
間

が
す
ぎ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が

去
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

数
名
が
残
り
、
現
在
に
至
っ
て

い
る
家
も
あ
る
と「
知
内
町
史
」

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
拓
の
発
展
　
　
　
　
　
　

　
開
拓
は
資
金
が
か
か
る
た
め
、

官
営
か
士
族
な
ど
裕
福
な
者
に

よ
っ
て
行
わ
れ
、
移
民
は
開
墾

の
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
ら

れ
る
者
が
多
か
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
箱
館
付
近
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
湯
の
川
・
亀
田
・
七
飯
・

上
磯
・
木
古
内
な
ど
で
開
発
が

進
み
、
松
前
藩
領
に
つ
い
て
は
、

館
で
の
開
発
が
進
ん
で
そ
れ
ぞ

れ
部
落
が
作
ら
れ
、
郷
と
呼
ば

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
蝦
夷
地
の
う
ち
、

小お

や

す安
か
ら
鹿し

か

べ部
ま
で
の
六
箇
場

所
に
、
砂さ

わ

ら原
・
掛か

か
り
ま澗

・
鷲わ

し
の
き木

・

茅か

や

べ部
が
加
わ
り
十
カ
所
と
な
り

村
と
称
し
、
更
に
奥
の
山や

ま
こ
し越

内な
い

・
長お

し
ゃ
ま
ん
べ

万
部
も
、
元げ

ん

じ治
元
年

（
１
８
６
４
）
６
月
に
請う

け
お
い
に
ん

負
人

を
廃
止
し
、
そ
れ
ぞ
れ
村
並
み

と
し
ま
し
た
。

　
西
蝦
夷
地
で
は
、
神か

む
い
み
さ
き

威
岬
以

北
に
移
住
者
が
入
り
、
小お

た

る

な

い

樽
内

・
余
市
・
石
狩
な
ど
は
、
小
市

街
を
形
成
し
、
寺
院
が
あ
り
医

師
も
居
る
よ
う
に
な
り
、
小
樽

内
は
、慶
応
元
年
（
１
８
６
５
）

請
負
人
を
廃
し
て
村
並
み
と
し

ま
し
た
。

人
口
の
増
殖
　
　
　
　
　
　

　
嘉か

え

い永
６
年
（
１
８
５
３
）
の

和
人
の
総
数
は
約
６
万
３
千
人

で
し
た
。
こ
の
数
年
後
、
松
浦

武
四
郎
の
『
東
西
蝦
夷
山
川
地

理
取
調
図
　
安
政
人
別
』
に
よ

れ
ば
、
箱
館
地
方
が
３
万
余
人
、

福
山
地
方
が
３
万
余
人
、
江
差

地
方
が
２
万
余
人
、
熊
石
地

方
（
乙
部
よ
り
熊
石
に
至
る
幕

領
８
カ
村
）
が
６
千
３
百
余
人

の
合
計
８
万
６
千
３
百
余
人
と

な
り
、
ア
イ
ヌ
民
族
１
万
５
千

７
百
余
人
（
樺
太
を
除
く
）
を

加
え
る
と
、
10
万
人
以
上
に
な

り
ま
す
。

　
し
か
し
、
文
政
５
年
（
１
８

２
２
）
に
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
の

人
口
は
２
万
４
千
４
百
人
も
あ

り
、
天て

ん
ね
ん
と
う

然
痘
の
流
行
な
ど
で
減

少
し
て
い
た
の
で
し
た
。
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「
後
期
幕
府
直
轄
時
代
」に
つ
い
て（
9-2
）

「
後
期
幕
府
直
轄
時
代
」に
つ
い
て（
9-2
）

「
後
期
幕
府
直
轄
時
代
」に
つ
い
て（
9-2
）

　
幕
府（
官
）以
外
の
蝦
夷
地
開

発
で
大
規
模
な
も
の
に
は
、
東

西
本
願
寺
と
相そ

う

ま馬
藩
（
現
福
島

県
相
馬
郡
一
帯
）
の
開
発
が
あ

り
ま
し
た
。

　
西
本
願
寺
は
、
加
賀
周
辺
で

募つ
の

っ
た
農
夫
３
７
０
人
余
り
を

現
北
斗
市
に
入
れ
ま
し
た
が
、

不
慣
れ
で
あ
っ
た
の
で
、
70
人

ほ
ど
が
現
北
斗
市
清
川
に
残
っ

た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、
東
本
願
寺
は
、
現
函

館
市
桔
梗
に
数
十
戸
が
移
住
し
、

明
治
に
な
り
桔
梗
村
と
な
り
ま

し
た
。

　
相
馬
藩
は
、
現
七
飯
町
の
軍

い
く
さ

川が
わ

に
53
戸
、
同
じ
く
函
館
市
石

川
町
な
ど
に
、
45
戸
の
移
民
を

津
軽
・
秋
田
・
南
部
で
募
り
、

移
住
さ
せ
ま
し
た
。

　
松
前
藩
も
開か

い
こ
ん墾

を
奨
励
し
、

江
差
の
商
人
な
ど
は
資
財
を
投

資
し
て
、
厚あ

っ

さ

ぶ

沢
部
川
の
沿
岸
に

あ
る
、
鯎

う
ぐ
い
が
わ川

・
小お

ぐ

ろ

っ

ぺ

黒
部
・
館
村

や
、
上
ノ
国
の
天
の
川
沿
岸
に

あ
る
北
村
な
ど
に
田
畑
を
開
墾

し
、
そ
の
後
に
は
、
知し

り
う
ち内

村
の

開
墾
を
企
て
、
移
民
募
集
の

触ふ
れ
が
き書

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
こ
の
触
書
と
、
各
地

の
開
拓
の
状
況
、
人
口
の
増
加

に
つ
い
て
見
て
行
き
ま
す
。


